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エコティ 日記エコティ 日記 町の自然資源を活かした地域観光事業に取り組む一般社団法人エコティ
かわね。 今回はヤマセミ のプロジェ クト に向けた想いの紹介です。

南アルプスユネスコエコパーク南アルプスユネスコエコパーク

10周年に向けて（ ２ ）10周年に向けて（ ２ ） 　 川根本町の鳥、「 ヤマセミ 」 に焦点を当てたプロジェ

ク ト が始動しました。

　 私たち「 エコティ かわね」 は、 平成28年に発足以来、

設立９ 年目を迎えます。 普段は町外・ 町内のお客様向け

にカヤッ ク 体験、 ト レッ キング、 杉玉などのモノ づく

り 、 散策ガイド など、 川根本町の自然・ 文化を生かした

プロ グラ ムを提供し ています。 また、 ガイ ド の育成を

行ったり 、 学校関係・ 町内在住者に向けた出前講座や、

フィ ールド ワークの企画・ 運営を行っています。

　 今回は南アルプスユネスコエコパーク 10周年と いう

節目でもあり 、 町民全体で何か出来ないか、 スタッ フ間

で何度も話し合いを重ねました。 そこ で、 私たちに最も

身近な大井川をも う 一度見つめなおし、 生態系の上位に

いる「 ヤマセミ 」 を足がかり に、 大井川の自然と 生き物

を調査し 、 現状を知るこ と から 始めたいと 考え、「 ヤマ

セミ 生息状況一斉調査」 を企画しました。

　 調査にお申込みいただいた皆さ ん、 当日はよろし く お

願い致します。 調査に参加できない方もお時間のあると

き にぜひ、 レジャ ーシート やおやつを持って、 河原で

ゆっく り 過ごす時間を作ってみたらいかがでしょ う 。

　 11月ごろに、 今回の調査の報告会も 予定し ています

ので、 どう ぞお楽しみに！

魚を捕らえたヤマセミ

大井川上流部の様子

４ /2 2

　 広く 全国に、 長島ダムの実態・ 目的・ 魅力等につい

て知っても ら う こ と を目的に、「 長島ダムPR大使」 の

任命式が長島ダム管理所で執り 行われました。

　 任命を受けたのは、 芦
あし

沢
ざ わ

哲
てつ

哉
や

さ んと 山
やま

下
し た

光
こ う

貴
き

さん。

　 長島ダム管理所長の川
かわ

口
ぐ ち

一
かず

彦
ひこ

さ んは「 お二人はこ れ

までも接岨湖などでさ まざまな活動をさ れてきた。 近

年、 カヌ ーやSUPが盛り 上がっている ので、 今後も

魅力の発信をしていただきたい」 と 話しました。 こ れ

を受け、 長島ダムPR大使のお二人は、「 今後も 、 旅行

会社と の連携によるツアー客の受け入れや、 ダム周辺

の散策コースの開拓など、 お客さ んと のコミ ュニケー

ショ ンを大切に活動していきたい」 と 話しました。

長島ダムの魅力を広く 周知するために
長島ダム PR大使の任命式が行われました

左から、山下光貴さん、川口管理所長、芦沢哲哉さん

こ こにも、 一つの物語。
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ま ち の 話 題

　 町は、 藤枝市のNPO法人「 無人航空機（ ド ロ ー

ン） 活動支援協会」 と 、「 災害時における無人航空

機による活動協力に関する協定を締結しました。

　 協定内容には、 町内の被害状況等の把握のほか、

初動情報の収集活動などが盛り 込まれています。 ま

た、 同法人が所有するド ローンには、 録画やスピー

カー機能も備わっており 、 避難を呼びかける放送を

するこ と も可能と なっています。

　 同法人の中
なか

村
むら

佳
よ し

晴
はる

理事長は「 今後ド ローンに関す

る 教育なども 視野に入れ活動し ていき たい」 と 話

し 、 町長は「 ド ローンを使った活動支援について、

今後もご協力お願いします」 と あいさ つしました。

災害時の情報収集活動を円滑に
無人航空機による活動協力に関する協定の締結を交わしました
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薗田町長（ 左）と中村佳晴理事長（ 右）

　 ケーブルテク ニカ株式会社は、 地域貢献の事業と

して、 毎年、 町立学校の卒業生全員に記念品を贈呈

しています。

　 本年も同社代表取締役社長の黒
く ろ

田
だ

貴
たか

之
ゆき

さんが来庁

し、 町内の校長先生に卒業生全員分の記念品を贈呈

しました。

　 中学校の卒業生には「 写真立て」 を、 小学校の卒

業生には「 マグボト ル」 をいただき、 それぞれの学

校の卒業式や離任式の際に、 担任の先生を通じて卒

業生に手渡さ れました。

　 受け取った卒業生たちは、 新しい生活の様々な場

面で活用できる記念品を受け取り 、 大変喜んでいま

した。

子どもたちの門出を祝福
小学校・中学校の卒業生へ記念品が贈呈されました
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記念品を受け取る
石川泰宏校長（ 左）
と 黒田貴之社長

（ 右）▶

◀ 記念品を受け取
る山下富士夫校長

（ 左）と黒田貴之社
長（ 右）

４ /７地域の安全を守るために
令和6年度川根本町消防団辞令交付式を挙行

　「 令和６ 年度川根本町消防団辞令交付式」 と 「 新

入団員教養訓練」 が、 川根本町健康増進施設で執り

行われました。

　 全分団から 約80名が参加し、 今年度は新たに８

名が入団しました。 新しい活動服に身を包んだ新入

団員は、 緊張した様子で辞令を受け取り ました。

　 その後、 新入団員を代表して、 本部員の深
ふか

澤
ざわ

宙
ひろ

希
き

さ んが「 誠実且つ公平に、 何人も 恐れず、 良心に

従って忠実に消防の業務を遂行します」 と 力強く 決

意を述べました。 式典終了後に行われた新入団員教

養訓練では、 町消防団の本部役員から 、 分団の規律

や消防活動における所作などを教わり ました。

辞令を受け取る新入団員代表の原
はら

田
だ

大
だい

輔
すけ

さん
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